
船舶の大型化により、 1回あたりに輸送できる貨物量が増加し、バルク貨
物（原木）の海上輸送コストが削減される。また、近傍の川内港を利用でき
ることにより、輸送距離が短縮され、陸上輸送コストが削減される。

With時：川内港を利用With時：川内港を利用

Without時：川内港～佐伯港を利用Without時：川内港～佐伯港を利用

輸送コスト削減効果 10.9億円/年

様式－６

整備効果のイメージ図

【船舶大型化等による輸送コスト削減効果（原木）】

川内港唐浜地区国際物流ターミナル整備事業

常熟港

荷主

陸上輸送距離
68.4km（往復）

2,000DWT船

陸上輸送距離
568km（往復）

30,000DWT船

※佐伯港より遠方の場合、
 輸出されないと想定

川内港 佐伯港

荷役コスト
大

常熟港

荷主

30,000DWT船

川内港

荷役コスト
小

佐伯港

陸上輸送距離
68.4km（往復）



様式－６

整備効果のイメージ図

近傍の川内港を利用できることにより、輸送距離が短縮され、コンテナ貨
物の陸上輸送コストが削減される。

川内港唐浜地区国際物流ターミナル整備事業

With時：川内港を利用With時：川内港を利用

Without時：八代港を利用Without時：八代港を利用

輸送コスト削減効果 8.4億円/年

【輸送距離の短縮による輸送コスト削減効果（コンテナ）】

川内港

海外港

荷主

陸上輸送距離
224km（往復）

1,000TEU船

八代港川内港

海外港

荷主

1,000TEU船

陸上輸送距離
27.4km（往復）

八代港



With時：耐震強化岸壁の整備ありWith時：耐震強化岸壁の整備あり

輸送コスト削減効果 50.6億円/年
（地震発生確率考慮前）

様式－６

整備効果のイメージ図

川内港唐浜地区国際物流ターミナル整備事業

被災時において耐震強化岸壁を利用できることにより、近傍の川内港か
らの海上輸送が可能となり、輸送距離が短縮され、貨物の輸送コストの
増大が回避される。

Without時：耐震強化岸壁の整備なしWithout時：耐震強化岸壁の整備なし

【被災時における輸送距離の短縮による輸送コスト削減効果】

川内港

陸

海

被災地域

ヘリコプター輸送

【緊急物資】
（被災直後から2日間）

川内港

陸

海

被災地域

志布志港

海上輸送

（被災3日目から1ヶ月後まで）
【緊急物資】

（被災2ヶ月目から2年後）
【一般貨物】

（被災直後から2年後）
【幹線貨物】

対象地震は、鹿児島県
地域防災計画に基づき
県西部直下地震を設定

川内港

陸

海

被災地域

海上輸送
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